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突然ですが、アイアンを振るタイミングに迷ったことはありませんか。男性のアベレージゴルファーであれば、ミドルホールの
セカンドショットやロングホールのサードショット、そしてショートホールのティーショットでアイアンを使うケースが想像できる
でしょう。

アイアンは番手ごとにロフト角が4度前後異なり、それにつれて、およそフルスイングの飛距離が8～15ヤードずつ変わりま
す。そう、アイアンは、グリーンを狙うためのクラブと思ってほぼ間違いありません。クラブ選びのポイントの第三弾。今回はア
イアンについてお話したいと思います。

アイアンは、ヘッド形状によって大きく性能が異なります

最近のアイアンセットは、男性用では5番以下となっているセットがほとんどで、3～4番のいわゆるロングアイアンは影を潜め
ました。女性用では7番以下です。UT（ユーティリティー）の登場と進化によって、アイアンの役割をUTで対処するプレーヤ
ーが増えてきているからです。ロングアイアンの役割は、すでにUTに変わられたといっていいでしょう。

少しでも飛ばしたいドライバーと比べて、アイアンに求められるのは正確性です。アイアン自身の性能とそれを振るプレーヤ
ーの技術が伴わなければ、グリーンまでの距離に適したクラブ選択はできません。かつては、曲げる・止めるといったテクニ
ックもアイアンを操る上で欠かせないスキルでしたが、そうしたシーンでも、より扱いやすいUTを選ぶプレーヤーが増えてい
るのは仕方のないことかもしれません。

逆をいえば、技術があれば、それに応えてくれるのがアイアンの良さです。アイアンの性能を引き出すのはプレーヤーの腕
次第、となれば、ゴルフをやり込む楽しみも増えるでしょう。

アイアンを選ぶポイントは「ヘッドの形状」「ソールの広さ」そして「ロフト角」… 続きを読む
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